
■10月勉強会

＜コーチングの基礎　コーチングにおける承認　～からだで感じる承認の世界～　開催報告＞
＜日時・場所＞
 　平成２７年１１月２６日１９時～　文京区シビックセンター内区民会議室
   ファシリテーター：富川ようじ・森由美子（JCAT幹事)

＜内容＞
　JCATが定期開催している勉強会「コーチング基礎シリーズ」。
　今回は「承認」をテーマに開催しました。

　サブタイトル「～からだで感じる～」の通り、会場スペースを十分に使い、動きながら体験したり、五感をフルに使う場となりました。

　まず承認についてのブレスト。
　承認とは何か？を参加者が自由に付箋紙に書き出し、最後に一つのテーブルにまとめ、カテゴリー別にグルーピングします。
　そして次に、‘’承認の対極にあるもの(承認の真逆)‘’を自由に書き出し、グルーピングします。

　付箋紙に集まった言葉は、
　①承認とは➡愛、笑顔、挨拶、目を見る、傾聴、ハグ　などなど
　②承認の対極とは➡無視、無関心、知らんぷり、目を見ない　などなど

　ここで大きな気づきとしては、
　①は「関わること」が前提なのですね。そして承認というのは、愛や、言葉がなくても認め合える存在そのものも含まれ、
　それらは「感覚」で受け取るものです。
　一方、②はそもそも関わらない、か、ネガティブな関わりとなるのですが、そのネガティブな関わりの中でも、
　攻撃的なのか、そっけないのか、という温度があることがわかりました。そして②は、「行動」により、もたらされるもののようです。

　ここで大切なポイントは、
　相手を承認していても、それを言葉や行動にしない限り、伝わらないことがある、ということです。

　愛してるよ、言わなくてもわかるだろう、という、あれです。言葉や行動にしないと、その愛は、想いは伝わっていないかもしれません。

　次に、全員が、‘’承認のない街‘’と‘’承認のある街‘’にタイムスリップするという体験をしました。
　全員が全員を承認しない、または、全員が全員を承認する・・・。無機質で体感覚のない世界と、
　ぬくもりとエネルギーを交換し合う世界では、部屋の温度が極端に変わったのは言うまでもありません。
　この体験は面白くてまだまだ深められそうなので、今後の承認の勉強会で続編が生まれそうです。ご期待ください。

　最後は承認にフォーカスしたコーチングセッション。皆さん、沢山の承認のシャワーを浴びて帰られました。

　今回参加者の中には、コーチングは全く初めて、という方が二人もいらっしゃいました。コーチングに興味を持ち、
　体験する場にこの勉強会を選んでくださり、とても嬉しいです。
　JCATは今後も、コーチングのエッセンスを学び合う場を創ってまいります。これからも共に深め合う仲間として、お付き合いください。

　●今回のまとめ
　『承認は、言葉にして伝えよう』

　ありがとうございました！
　報告:JCAT長安理代(さとぴょん)


